
公民館 今月の第一展示室

一般講座　季節の和菓子作り

「水墨画展」

団体名	 神川水墨の会

期間　1月31日（金)まで

   午前９時～午後５時

※期間は前後する場合があります。

問合せ 中央公民館

☎０４９５-７７-３６７１

FAX０４９５-７７-５０６６

　今年の節句に手作りお雛様を飾り

ませんか。

日時　2月2日・9日・16日

　各日曜日

　　午後1時30分～3時30分

場所　中央公民館　工芸室

講師　浅見　麻江 氏

参加費　１，５００円

定員　１２名（親子参加可）

持ち物　ハンドタオル（粘土を包む）

申込　中央公民館

☎０４９５-７７-３６７１

FAX０４９５-７７-５０６６
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　大河ドラマに何度も使われている

「ねりきり」 の職人さんから、 その作

り方を教わってみませんか？

　今回は春に向けて、 桜と梅のねり

きりを一緒に作ります。

日時　2月22日（土）

　　午前10時～正午

場所　多目的交流施設

講師　阿佐美　広　氏（あさ美製菓舗）

参加費　1,000円（２種類８個作成）

定員　１０名

持ち物　薄手のハンカチ、エプロン、

　 手拭き

申込　多目的交流施設

☎０274-52-2588

FAX０274-52-2587

一般講座　紙粘土でお雛様作り

広告

広告は、 広告主の責任において町が掲載したものです。

第15回　かみかわ駅伝

 神泉小学校前をスタートし、 神川

町役場北 （中央公民館前） までの

７区間を襷で繋ぎます。 沿道からの

声援をお願いします。

日時　１月１９日（日）

　午前10時スタート

※スタート時刻が例年より10分

遅くなります。

問合せ　生涯学習課

☎０４９５-７７-465１

FAX０４９５-７７-５０６６

スキー ・ スノーボード教室

日時　2月16日（日）

　　受付　午前６時～

　出発　午前６時３０分

※帰町は午後６時頃を予定

集合場所　B&G海洋センター

場所　菅平スキー場（ダボスゲレンデ）

参加費　小学生　2,000円

　 中学生以上　3,000円

レンタル費（必要な方）

小学生　2,000円

中学生以上　3,000円

リフト代　小学生　無料（「スキーこど

もの日」のため）

※ただし、リフト券紛失金として前

金５００円が必要(未使用時返金）

　 中学生以上　個別で支払

対象　町内在勤もしくは在住の小学

　 生以上の方（定員８０名・先着順）

申込　１月２１日(火)以降に、参加費

 を添えて、中央公民館または多目

 　的交流施設にお申込みください。

問合せ　生涯学習課

☎０４９５-７７-465１

FAX０４９５-７７-５０６６

　日本国内に居住している20歳以上60歳未満の方は、国民年金の被保険者となります。20歳になれば一

部の方々※を除き、国民年金第1号の加入手続きが必要です。

※厚生年金保険加入者や共済組合加入者、またはその配偶者に扶養されている方

問合せ　保険健康課　介護年金担当　☎０４９５-７７-２１１3　FAX０４９５-７７-２１１７

〇問合せ

   熊谷年金事務所　048-522-5012

   保険健康課　 　0495-77-2113

   地域総務課　 　0274-52-3271

☆熊谷年金事務所に相談予約受付専用番号が開設されました

年金事務所の相談窓口は非常に混雑しておりますので、 事前にご予約をお願い致します。

予約受付専用番号　０５７０-０５-４８９０

２０歳になったら国民年金の加入手続きを

◎老後のためだけのものではありません

国民年金加入中に病気やケガで障害を負って働けなくなるなど、一定の障害の状態にある間は「障害基

礎年金」が、また、万一本人が亡くなったときは、残された子や子のある配偶者に「遺族基礎年金」が支払わ

れます。（受給するためには一定の要件をみたす必要があります。）

◎「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

★「学生納付特例制度」…学生については、本人の前年所得が一定額以下の場合、申請することにより国

 民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。な

お、申請する際には、学生証など学生であることの証明が必要です。

★「納付猶予制度」 　…20歳から50歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合、申

 請することにより保険料の納付が猶予される「納付猶予制度」が設けられています。
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